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私達がごみ減量に取り組む理由



持続可能な社会を目指して

循環型社会

～３Ｒを通じた資源循環～

■Ｒeduce（リデュース） ごみを減らすこと
■Ｒeuse  （リ ユ ー ス） くり返し使うこと
■Ｒecycle（リサイクル） 資源として再利用すること



持続可能な社会を目指して

低炭素社会
～温室効果ガス

排出量の
大幅削減～

循環型社会
～３Ｒを通じた

資源循環～

自然共生社会
～自然の恵みの

享受と継承～

相互に関連



福岡市のごみ処理の現状



ごみ要処理量と人口の推移

320

（基準年次）
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■家庭ごみの有料化実施

※ ごみ要処理量：ごみ排出量のうち，資源物及び地震や水害などの罹災ごみ等を除いた量。
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ごみのリサイクル量と率の推移
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■家庭ごみの有料化実施
■事業所指導範囲の拡大

（基準）

※ごみのリサイクル率：「ごみのリサイクル量」を「ごみ要処理量とごみのリサイクル量の合計」で除した割合。

２７年度目標 ３０％

■小規模事業者等の古紙
回収量を新たに把握

21.1%

29.9%



基本計画テーマ
「元気が持続する循環のまち・ふくおか」を継続
基本方針
①循環型社会づくりのさらなる推進
②処理の優先順位に基づく適正処理の推進
③持続可能な社会の実現に向けた施策の推進

■目標年次：平成37年度
（基準年度：平成21年度）

■数値目標
①ごみ量削減量 11万トン！
（平成21年度 58万トンから平成37年度 47万トン）

②リサイクル率 38％へ！
（平成21年度 28％から平成37年度 38％）

新循環のまち・ふくおか基本計画
（平成2４年度から実施）

みんなの力を集結
してがんばろう！
市民・事業者のみ
なさまのご協力を
お願いします。



福岡市の家庭ごみ処理の流れ
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西部資源化センター(1994～）

細かく破砕して
鉄・アルミを回収

焼却時の熱を

回収して発電

東部工場（2005～）

燃えるごみ ：焼却処理
燃えないごみ：破砕選別

発電
再資源化



夜間収集

ペットボトル

無色 茶色 その他

びん

選別作業

選別作業

圧縮・梱包

びん・ペットボトル：選別 再資源化
（再商品化業者）



①Ｒeduce ②Ｒeuse の２Ｒに重点を
おいた３Ｒの取組み強化がさらに必要！

ごみ減量・リサイクル推進のためには

③Ｒecycle
(リサイクル)

資源として
再利用すること

②Ｒeuse 
(リユース)

くり返し使うこと

①Ｒeduce 
(リデュース)

ごみを減らすこと



レジ袋削減の取組み

リデュース



○協定参加事業者
(31事業者 505店舗 )

○マイバッグ推進ふくおか市民の会
(62団体 ，9,631人)

○福岡市
（平成 23年 11月末現在）

市民・事業者・市の三者の連携による
レジ袋削減の取組みについて

目標：マイバッグ持参率 50 ％以上（25年度末まで）



持参率向上のため，事業者毎に様々な取組を実施。

協定参加事業者の取組状況
( 31事業者 505店舗 ）

・レジ袋の無料配布の中止 ・・・・・ 7事業者

・レジでの値引き ・・・・・・・・・・ 7事業者

・ポイントの還元 ・・・・・・・・・18事業者

・意思確認（レジでの声かけ）・・・・22事業者

・マイバッグの販売，
店内放送での呼びかけ 等 ・・・・・ 31事業者

（22年度末の取り組み状況及び23年度新規加入店舗）



協定参加事業者のマイバッグ持参率

《マイバッグ持参率 50％以上 の協定参加事業者数》

19年度 20年度 21年度 22年度

50％以上の事業者数 (A) 2 3 9 10

協定参加事業者数 (B) 16 24 28 27

割 合
(A)÷(B)

12.5％ 12.5％ 32.1％ 37.0％



福岡市
マイバッグキャンペーンソング

完成！

市のホームぺージから
ダウンロードできます♪

ＣＤの貸出しも可能です！

公募で



応募用紙に，レジ袋を断った日にちと場所（スーパー名）を記入し，

応募すると，抽選で景品が当たるキャンペーン。

★応募期間：10月22日(土)～11月17日(木)

平成23年度
マイバッグキャンペーン

レジ袋を５回断って景品を当てよう！



生ごみの減量・減容化

リデュース リサイクル



・計画的な買い物

・エコ・クッキング

・食事の作りすぎ、

食べ残しをしない

・電動式生ごみ処理機・生ごみたい肥化容器

段ボールコンポストの利用

生ごみを減らすためには



生ごみのたい肥化市民啓発講座

場所：東区蒲田（クリーンパーク・東部内）

博多区立花寺１丁目

概要：生ごみのたい肥化や，たい肥の使い方などを

学べる場所



“ギュッ！”と，一絞り！

（水を切って）

「燃えるごみ」へ

生ごみを減らす ひと手間

ギュッ！

福岡市指定袋（家庭用）

燃えるごみ用

　　　　　　  燃えるごみ用袋に入れて出せるもの
 　　■台所ごみ　　■ゴム類　　　■プラスチック類　 ■皮革類
　　　■紙おむつ　　■紙くず　　　 ■布くず　　 　　　　■木くず　 など

む
す
ん
で
く
だ
さ
い

＊＊＊＊

福岡市ＰＲコーナー

※　この袋の価格○○円は，条例に定めるごみ処理手数料で，

　　処理経費の一部にあてられています。

※ この袋では，商店・事業所などのごみは出せません。

４５ℓ大



３Ｒステーション

リユース

臨海３Ｒステーション 西部３Ｒステーション ミニ３Ｒステーション



自ら体験して，気付き，学ぶ場所

裂き織り体験 古布で帽子作り講座

20年度 21年度 22年度

7,037 人 6,502 人 6,720 人

○各種講座の参加数



次の人にも，大事に使ってもらいたい

20年度 21年度 22年度

221,062点 197,409点 224,403点

リユースコーナー

フリーマーケット

○リユース品の提供数



古紙などの資源物回収の促進

リサイクル



地域集団回収等報奨制度

古紙などの
資源物回収を
市民の力で促進

年度 １８ １９ ２０ ２１ ２２

団体数 １,８３４ １,８４０ １,８６４ １,８６６ １,８８５

≪実施団体数≫



拠点での資源物回収事業

・紙リサイクルボックス (３０５か所）

・校区紙リサイクルステーション

(８９か所）

・民間協力店 (８５か所）

・区役所・市民センター等 （９か所）

(２３年８月末）

＜区役所等における回収物＞
古紙，空きびん，空き缶，ペットボトル，
紙パック，食品トレイ（白色），蛍光灯，
生ごみ堆肥化物



平成22年度 資源物回収量
【回収方法別】
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(トン)

集団回収等 区役所・市民センター 新聞社自主回収 民間協力店

資源物回収量の推移

家庭ごみの有料化実施 計48,788トン



使用済小型電子機器
回収モデル事業

リサイクル



○使用済み小型電子機器には，金，銀，銅
やレアメタルの貴重な資源が含まれてお
り，都市鉱山として注目されている。

○ソニー株式会社が事業主体となって，市
内のスーパーや大学等に回収ボックスを
設置し、資源を製品の一部に活用する実
証実験に取り組んでいる。

(平成22年6月～)

回収ボックス（市内４０か所）

レアメタルの資源化促進

家庭系



携帯電話などから 金 が！

○平成22年度の回収量
約 900kg（約 12,000個）から以下の金属を抽出。

金 107  g

銀 337  g

銅 60kg

パラジウム 15  g

○回収対象

■回収対象となる使用済小型電子機器
（サイズ25㌢×8.5㌢以下）

携帯電話，小型ゲーム機，デジタルカメ
ラ，ポータブルラジオ，ビデオカメラ，
電子手帳，電子辞書，ポータブル音楽プ
レーヤー，ＩＣレコーダー，ポータブル
ＡＶポレーヤー
及びこれらの付属品（ＡＣアダプター，
コード類，イヤホン，充電器）



その他の３Ｒ啓発



出前講座の実施

◆実施回数◆

21年度：19回，22年度：16回

職員が地域に出向いて，

ごみ減量・リサイクルの進め方や，ごみの分け方などを説明。

日本語学校で外国人新入生
を対象にした講座も実施！



事業系ごみに関する新たな取り組み



福岡市事業系ごみ資源化推進ファンド（基金）



市民の皆さんの意識は？！



ごみ減量・リサイクルへの関心は？
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ごみ減量・リサイクルに関心がある

レジ袋を断っている

古紙等の資源物はできるだけごみとして出さない
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５９,４％

63.9％



今後とも，さらなるごみ減量・
リサイクルの推進に向けて，
皆さんのご協力をお願いいたします。



終


